
1.  気候⾮常事態宣⾔に基づき、積極的な温室効果ガス削減策に取り組むこと
2.  新庁舎・(仮)新福祉会館は早期に着⼯すること
3.   都市計画道路⼩⾦井3・4・1号線、3・4・11 号線外の中⽌を求めること
4.   前市⻑が、”公⽴保育園の廃園条例”を専決処分したが、市議会はこれを不承認とした。

議会の審議を保証するため、専決処分前の状況に戻す条例を上程すること
5.   国や都の補助⾦を活⽤しながら、引き続き新型コロナ感染症対策を講じること
6.   会計年度任⽤職員の⼿当の引き上げ策を講じること
7.   議論や意思決定の場に⼥性及びジェンダー平等の視点を反映させること
8.   多様な性のあり⽅を尊重すること
9.   学校給⾷の質や⼩⾦井らしさを維持・向上させる取り組みに尽⼒すること
10.  ⽟川上⽔の維持管理にあたっては、多様な樹⽊のいのちを等しく尊重すること
11.  障がいのある⼈もない⼈も共に学び共に⽣きる⼩⾦井に

ひとことﾆｭｰｽ：おかげ様で3期8年目に入りました。気がつけば、議会でも中堅です。
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11月27日投開票の市長選挙で白井とおるさんが、市議会議員補
欠選挙では、河野あさみさんと高木あきなりさんが当選しました。
市議会の構成も変わります。

2023年度 市政運営に対する要望

毎年秋ころ、市長に要望書をお持ちし面談
しています。今年は市長選があったため12月
と遅くなってしまいましたが、つながる会メ
ンバーとともに白井 新市長と面談してきまし
た。坂井は、議場でも求めていきます。
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坂井えつ⼦⼩⾦井市議 3期8年⽬

「2023年度 市政運営に対する要望」 は11項目

●市長選

候補者名 得票数(票)

白井 とおる(無所属) 27,251

小泉 たみじ(無所属) 7,001

投票率 35.59％

候補者名 得票数(票)

かわの 麻美(無所属) 15,926

高木 あきなり(無所属) 9,301

ながとり 太郎(無所属) 9,267

●市議補選 投票率 35.58%

無効票1,833票

無効票2,087票

当選
当選

当選

残念

残念

無投票は回避。
下 増投票率 ・無効票

直前まで懸念されていた無投票
にはなりませんでした。
市長選で、“保守系”や前市長の流
れをうけた候補者がいなかったこ
とも、投票率の低下や無効票の多
さの一因だと思われます。
市議補選は34票差。一票の重さ
を感じる選挙でした。
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“市長応援議員” は2人

３

女性比率アップ１

市長選挙で、白井とおるさんを応援したのは2人。
市議会に与野党はないので、応援議員と呼んでいます。

会派とは、政策や主義主張を同じくする議員の集まりです。
小金井市議会では、一人会派も認められています。

会派名

シン・⼩⾦井
市議会 つのポイント

会派数、減る。2
一人会派が2つ減。新しく4人会派が結成されました。

3

坂井は、市長選に際し、立候補表明が白井とおるさん一人だった
時点で「立候補の決意は重く受け止め、プロセスを重視してきた白井
さんの４年間の市政運営に期待している」と見解を表明しました。
二元代表制の議会にいるものとして、引き続き一人会派で、是々

非々の態度で議会に臨みます。
小金井市政は、どなたが市長でも大変です。

応応

応

12⽉議会の予定 12⽉16⽇~26⽇ 11⽇間の予定

9人から10人へ1人増で、41.7%に。

* 会派名は略称 *敬称略

市長選があった影響で、12月議会は会期を短縮して開催。
一般質問は行わず、１日に2つの委員会を行います。

注目
議案
個人情報保護条例
→20日の総務企画委員会で審査

改正個人情報保護法が来年4月に
全面施行となるので、小金井市の条
例も改正が必要です。
これまで小金井市が条例で保護し

てきた個人情報が国に一元化され、
審議会の意見を聞いていた「個人情
報の取り扱い」についても、国が一
元的に判断することになります。

国の態度が強権的で恐ろしくもあり
ますが、法律に触れない範囲で
いかに“工夫”できるかがポイント。

どうなる？公立保育園
→19日の厚生文教委員会で審査

前市長が、“公立保育園の廃園条
例”を議会が議決をしないので、と
市長の権限で条例を制定（専決処
分）したことを、議会は不承認とし
た件について、白井市長は、公約で
「専決処分の廃園条例は速やかに条
例改正（廃園前に戻す）」としていま
した。市長の動向に注目です。

議会は専決処分を不承認としたの
で、条例を廃止するのが妥当だと
考えています。


